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戸坂城山学区
社会福祉協議会
戸坂大上 1-4-22 
戸坂福祉センター内

い
つ
も
あ
世
話
に
な
り
ま
す
。
私
だ

ち
は
「
戸
坂
と
も
い
き
ネ
ッ
ト
」
で
す
。

こ
の
春
に
こ
こ
城
山
学
区
で
も
、
「
戸

坂
あ
役
立
ち
情
報
」
に
つ
い
て
の
回
覧

板
を
回
し
て
い
た
だ
き
、
掲
示
板
に
チ

ラ
ジ
を
貼
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
「
戸
坂
と
も
い
き
ネ
ッ
ト
」
と

は
、
戸
坂
に
住
む
す
べ
て
の
人
々
が
、

「
共
に
」
「
活
き
活
き
」
「
生
き
る
」

地
域
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
、
地
域

の
皆
様
と
、
戸
坂
連
合
社
会
福
祉
協
議

会
（
以
下
、
戸
坂
連
合
社
協
）
、
戸
坂

地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
東

区
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
社

会
福
祉
法
人
交
響
）
、
広
島
市
戸
坂
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
—
、
東
区
社
会
福
祉

協
議
会
、
東
区
厚
生
部
地
域
支
え
あ
い

課
な
ど
の
地
域
団
体
、
専
門
機
関
が
一

丸
と
な
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
団
体
で
す
。

平
成
31
年
2
月
の
実
行
委
員
会
の
設

立
を
も
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
、
月
に
1
回

の
実
務
者
会
議
、
事
務
局
会
議
を
重
ね
、

こ
れ
ま
で
に
、
平
時
の
見
守
り
で
あ
る

高
齢
者
の
支
え
合
い
事
業
と
、
近
隣
ー
ー
ー

ニ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
避
難
行
動
要
支
援

者
避
難
支
援
事
業
の
一
体
的
な
実
施
の

検
討
と
、
合
回
こ
紹
介
す
る
「
戸
坂
あ

役
立
ち
情
報
（
冊
子
）
」
の
作
成
な
ど

を
進
め
て
き
ま
し
だ
。

「
戸
坂
あ
役
立
ち
情
報
（
冊
子
）
」

作
り
の
き
っ
か
け
は
、
身
近
な
場
所
で

買
い
物
が
で
き
な
い
地
域
が
増
え
、
特

に
ご
高
齢
の
皆
様
は
、
遠
く
の
店
舗
ま

で
足
を
運
ぶ
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
日

常
生
活
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
方
が
あ

ら
れ
る
と
い
う
、
地
域
の
課
題
が
実
務

者
会
議
の
中
で
あ
が
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
れ
を
受
け
て
、
令
和
元
年
の
夏
か

ら
「
戸
坂
と
も
い
き
ネ
ッ
ト
」
の
実
務

者
会
議
等
の
メ
ン
バ
ー
で
戸
坂
の
3
学

区
を
手
分
け
し
て
回
り
、
商
店
や
事
業

所
が
実
施
さ
れ
て
い
る
「
商
品
の
配
達

」
や
「
訪
問
」
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
ま

と
め
ま
し
た
。

そ
し
て
「
戸
坂
あ
役
立
ち
情
報
（
冊

子
）
」
を
令
和
2
年
2
月
に
完
成
さ
せ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
情
報
を
い
た
だ
い

だ
地
域
の
商
店
や
事
業
所
、
民
生
委
員
、

そ
の
他
の
関
連
す
る
事
業
所
な
ど
へ
冊

子
を
配
布
し
て
き
ま
し
た
。

当
初
は
、
作
成
し
て
関
連
す
る
と
こ

社
会
福
祉
法
人
亦
父
睾
一

天

崎

靖

!12~~ 

問い合わせ先

事務局

広島市戸坂地域包括支援センター
電話 (082)5 1 6 -0 0 5 1 
東区障害者基幹相談支援センター
電話 (082)5 7 3 -0 1 4 0 

ろ
に
配
布
す
る
こ
と
で
終
わ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
「
こ
の
情
報
が
本
当
に
必
要

な
人
に
届
い
て
い
る
の
か
」
と
の
指
摘

が
あ
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
ま
さ
に
「
商
品
の
配

達
」
や
「
訪
問
」
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
時
、
コ
ロ
ナ
禍
以

前
に
作
っ
た
冊
子
と
は
い
え
、
必
要
な

情
報
と
し
て
配
布
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
。

改
め
て
こ
の
冊
子
の
配
布
の
状
況
を

確
認
し
、
身
近
で
相
談
で
き
る
、
戸
坂

連
合
社
協
、
町
内
会
長
、
民
生
委
員
、

介
護
や
障
が
い
の
事
業
者
、
病
院
、
保

育
園
の
万
々
に
、
冊
子
を
配
布
し
ま
し

だ。
あ
買
い
物
で
困
り
ご
と
が
あ
っ
た
時

な
ど
に
、
冊
子
を
配
布
し
て
い
る
皆
様

か
、
事
務
局
ま
で
連
絡
を
い
た
だ
け
れ

ば
、
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
戸
坂
あ
役
立
ち
情
報
（
冊
子
）
」

が
、
地
域
の
皆
様
に
と
っ
て
、
安
心
し

て
、
活
き
活
き
と
暮
ら
し
、
「
戸
坂
に

住
ん
で
良
か
っ
た
！
」
と
思
え
る
た
め

の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
あ
願
い
し
ま
す
。

◎この広報紙は共同募金の配分金により作成しました。



3
 

町づくり しろやま 第74号 令和 3年 7月20日発行 令和 3年 7月20日発行 町づくり しろやま 第74号 2
 

令和 3年度 事業実施計画

項 目 開催月日

年間

年間

年間

年間

年間 1 

年間 1 回

週3回（月 ・ポ・金）

年間 1 回

年間 通期

4月~6月

年間2回(7月.1月）

学校登校日

年間2回(7月・ 12月）

月 1 回

コロナ中止 1 月 1 回

項 目 開催月日

ふれあいいきいきサロン活動の推進（各町内会）

高齢者一人暮らしの会食支援（やまゆり）

ふれあい訪問配食活動の実施（ボランティア）

買い物、通院の支援（ボランティア）

研修会，講演会等に積極的な参加

福祉教育推進事業の実施

ボランティアバンクの駐在

小学校協力者会議の開催

近憐ミニネットづくり事業（見守り活動）の実施

広島市公衛協募金に協力

広報誌「しろやま」の発行

防犯活動事業の推進

「大掃除の日」の設定と実施

防犯パトロールの実施

へさかともいきネット実務者会議

7

9

 24 

8 

回

回

回

回

回

※城山学区体育祭の開催

※戸坂福祉センターまつり開催

※献血運動に協力

※盆踊り大会の開催

※敬老会の開催

※戸坂城山小学校PTAまつり

※戸坂連合スポーツ大会の開催

※新年互礼会の開催

※戸坂公民館まつり

※福祉推進会議の開催

※介護施設の福祉まつり

※戸坂城山小学校昔遊び大会

共同募金に協力

※高齢者交流サロンの実施

※地域介護予防拠点

協賛

中Jl:(5月9廿(B)※雨天16廿）

中止 (5月30B (B)) 

8月21日（土）

中止 (8月1B (B)) 

9月5日(B)

11月20B(土）

中止 (II月23B)
1月9B (B) 

中止(10月9廿仕）!OB(B)) 

年間 1回

年間2回(7月（中止）・10月）

年間 1回

10月~12月

月 1回

月 4回

※城山小学校運動会 10月23日（土）

※イベント等については、コロナウイルス感染症防止のため、中止される場合もありますので、ご了承ください。

《収入の部》

令和 2年度決算および令和 3年度予算

《支出の部》

科 目 I z年度決算 3年度予算 科 目 2年度決算 3年度予算

＊前年度繰越金 501,497 976,874 ＊事業支出
事 務 費 110,243 200,000 

＊事 業 収 入 会議費 1,000 10,000 
会費 521,850 518, 000 福祉事業費 160,850 365,000 

補助金・助成金 1,408,870 810,000 研修費

゜
10,000 

共同 募 金 事 務 費 5,000 5,000 広報費 103,400 110, 000 
コミュニティ活動事業費収入

゜
630,000 コミュニティ活動事業費

゜
930,000 

雑収入

゜
40,000 

防災事業費

゜
100,000 

体育振興費（体協助成金）

゜ ゜防犯連助成金 74,850 80,000 
団体助成金 120,000 120,000 
負 担 金 90,000 90,000 
雑費 800,000 40,000 
地域福祉団体応援金

゜
300,000 

当期収入合計 1, 935, 720 2,003,000 予 備 費 624,874 

次年度繰越金 976,874 

収入合計 2,437,217 I 2,979,874 合 計 2,437,217 2,979,874 

日
頃
か
ら
、
戸
坂
城
山
社
会
福
祉

協
議
会
の
活
動
に
多
大
な
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

城
山
社
協
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

社
協
理
事
の
皆
様
を
は
じ
め
、
そ
の

他
地
域
関
係
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ン
ク
、
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

防
災
土
の
皆
様
の
活
動
に
よ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

そ
の
活
動
は
、
昨
年
に
続
い
て
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
た
め
、
地
域
活
動
が
制
限
さ
れ
て

い
る
現
在
、
こ
れ
を
機
会
に
合
一
度
、

社
協
の
活
動
を
見
直
す
と
言
う
か
、

整
理
し
て
あ
き
だ
い
と
思
い
ま
す
。

城
山
社
協
と
し
て
は
、
地
域
の
い

ろ
い
ろ
な
活
動
、
課
題
に
対
し
、
一

体
的
に
活
動
す
る
た
め
、
協
議
し
て

い
く
こ
と
が
、
社
協
の
役
割
と
思
っ

て
あ
り
ま
す
。

城
山
社
協
に
は
、
活
動
内
容
、
課

題
に
応
じ
て
7
つ
の
部
会
組
織
（
総

務
、
福
祉
、
環
境
、
防
犯
・
防
災
、

各町内会・ 自治会世帯数

令和 3年4月
（単位：円）

町内会・自治会名 世帯数 組織 町内会・自治会名 世帯数 組織

戸坂出江町内会 232 15 戸坂南二丁目町内会 134 2 

戸坂数甲町内会 180 ， 鶯 鳴 町 内 会 32 3 

戸坂大上地区町内会 233 6 百 田 親 和 会

戸坂大上四丁目町内会 426 27 

戸坂南町 内会 243 27 計 1480 87 

令和 3年 5月現在

児
童
、
イ
ベ
ン
ト
、
広
報
）
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
担
っ
て
頂
い
て
あ

り
ま
す
。

こ
の
活
動
を
強
化
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
、
部
会
活
動

内
容
を
ご
認
識
頂
き
だ
い
と
思
い
ま

す。
こ
の
際
、
地
域
の
皆
様
に
社
協
活

動
を
見
て
頂
き
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
、

協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
城
山
社
協
の
行
事
で
あ
る
町
民

体
育
祭
、
盆
踊
り
大
会
は
中
止
を
決

定
し
、
そ
の
他
も
中
止
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

申
し
訳
な
い
と
思

l

つ
と
同
時
に
寂

し
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

あ
わ
り
に
、
皆
様
の
ご
健
康
、
、
「
J

多
幸
を
あ
祈
り
い
だ
し
ま
す
と
と
も

に
、
城
山
社
協
へ
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
あ
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

'岬噌要職務
円当面の、課題
3 メンハー

2野茫墜要職務
rn~ 当面の課題

メンハー

3亨炉贔職務
附当面の課題

メンバー

4鴨鍔鼈

｛召鰐想題
5序印贔職務

籍｝当面の課題
メンバー

61合背轟晶

円当面の課題
3 メンハー

7吋徊皇涵職務

円当面の課題
3 メンハー

0
 0
0
0
 
0
0
0
0
 
0
0
0
0
 
0
0
0
0
0
 

城山社協の部会組織と職務
各部会との連絡調墜および事務処理の統括 0 社協の会計、決算、予算事務
募金活動ほかどの部会にも属さない事項
コロナ禍の社協運営 〇 乗合タクシーの導入
部会長ほか2名

福祉のまちづくり計画の策定 0 
包括支援センターとの連携強化
コロナ禍の福祉活動 〇 拠点活性化事業
部会長ほか9名

戸
坂
城
山
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

塩

谷

冨

士

男

ふれあいサロン、見守り活動、ボランティアバンク活性化

ゴミの搬退処理状況の確認、改善など環境悪化の防止
タバコのホイ捨て、犬の糞放置等広報、掲示板による協力要請
コロナ禍の環境保全活動、
部会長ほか2名 ゜

献血、健診・検診の啓発実施

0
0
 00
0
 
0
0
 0
 
0
0
 
0
0
 00
0
 

警察署と連携して、防犯活動の推進
行政、消防署と連携して、災害時の対応、処理、安全マップの作成
民生委員と連拇して、 「お助けネット」登録者の確認支援の検討
ガー ドポフンプイア活動の推准 〇 避難所開設業務充実
部会長 （担当2名）ほか2各
防犯・防災部会と連携して、児童の安全ガードボランティアの実施
学校、 PTA,各種団体と連携して、協力体制の構築
区と連携して、子育て支援公園等の安全確認、不安全行動の対策
コロナ禍の部会活動、
部会長ほか6名

各種行事を通じて、住民の触れ合い、交流を促進し、地域の絆構築
主要な行事（新年互礼会、盆盆踊り大会、敬老会、町民体育祭等）を主体となって推進する
各種団体との連携を図り、各行事への協力体制を構築し、広報部会と連携して、会員に周知、参加、
協力を呼びかける
盆ヤグラの更新 〇 コロナ禍の行事実施の可否・エ夫
部会長ほか7名（但し行事実施時は理事全員）

広報紙「しろやま」の年度2回以上の発行
広報手段の検討、ホームページ等による社協活動の発信、周知
パソコンや写真の技術者等で広報の編集発行に興味の方の参加を呼びかける
タブレットの活用 〇 ホームページの管理
部会長ほか2名
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下和 3年 8月21日（土）

午前 9: 00,.._, 12 : 00 

午後 1 : 00,.._, 3 : 30 

C冨3戸坂福祉センター
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轡
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出
江
一
丁
目
町
内
会
会
長

g
t
＃

田

雅

義

城
山
社
協
の
理
事
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
向
井
田
で
ご
ざ
い

こ
の
度

ま
す
。裔

齢
化
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
元
気
な
高
齢
者
と
地
域
の
皆
様
＿
人
一
人
の
安
全

と
若
い
人
達
の
融
合
を
は
か
り
少
し
で
も
地
域
が
元
気
に
な
る
様
皆
様
の
ご
支
援
を

受
け
な
が
ら
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
あ
リ
ま
す
。
宜
し
く
あ
願
い
致
し
ま
す
。

大
上
地
区
町
内
会
長
声
〈
臨
i

玲
g

声
l

こ
の
度
、
城
山
社
協
の
理
事
に
就
任
い
だ
し
ま
し
だ
大
上
地
区
町
内
会
の
東
錦
稔

直
で
す
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地
域
福
祉
の
充
実
と
発
展
の
た
め
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
あ
願
い
い
た
し
ま
す
。

戸
坂
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

久

保

美

穂

子

日
頃
よ
リ
城
山
学
区
の
皆
様
に
は
、
あ
世
話
に
な
り
心
よ
り
あ
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
理
事
に
就
任
さ
せ
て
頂
く
事
と
な
り
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

城
山
社
協
と
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
良
好
な
連
携
を
合
以
上
に
築
い
て
参
り
ま
す
。

令
後
と
も
、
ご
指
導
の
程
を
あ
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

戸坂城山学区社会福祉協議会役員 （令和 3年度）

役職名 氏 名 備 考 役職名 氏 名 備 考

理事 顧問 品 田 良 元戸坂城山社協会長 理事 平田 悟 城山防犯組合会長

理事 会長 塩谷冨士 男 長年経験者 理事 河内幸三 城城山山学自区主老防人災ク会ラ会ブ長連合会会長

理事 副会長 曽江井正之 南町内会会長 理事 青 木 幹 丸 東区保護司会戸坂支部長

理事 副会長 土井龍一 大上4丁目町内会会長 理事 品田房子 城山公衛協会長

理事 副会長 東蹄稔直 大上地区町内会会長 理事 川手良介 東消防団戸坂分団分団長

理事 副会長 神明幸紀 数甲地区町内会会長 理事 向井田 ミハル 城山母親クラブ会長

理事 副会長 向井 田 雅 義 出江l丁目町内会会長 理事 高見えみ子 戸坂民児協主任児童委員

理事 齢長・藍事 芝 政彦 大上4丁目町内会副会長 理事 豊嶋豊子 城山学区青少協会長

理事 副会長 平田由美 城山女性会会長 理事 榎木奈穂 城山小学校PTA会長

理事 副会長 桑原勝義 南2丁目町内会会長 理事 向井春代 城山女性会顧問

理事 監事 山口 證子 戸坂民児協副会長 理事 石 田 麻 也 戸坂中学校PTA副会長

理事 織田 秀実 鶯鳴団地町内会会長 理事 向井昌樹 前戸坂中学校PTA副会長

理事 森岡 雅典 百田親和町内会会長 理事 久保美穂子 戸坂地域包括支援センター長

理事 石津都男 城山体協顧問 理事 事務局長 三宅敏夫 元城山学区青少協事務局長

理事 岡 田 稔 城山体協会長 理事 会 計 坂本真知子 東区スポーツ推進委員

理事 河野陽子 城山小学校校長 理事 醤罷 堅 山 守 人 東区社協地域福祉推進委員


